

























色彩（Athanasopoulos, Damjanovic, Krajciova, & Sasaki, 2011: Murahata, Murahata, 
& Murahata, 2017）、名詞の複数形(Cook, Iarossi, Stellakis, & Tokumaru, 2003; 
Murahata, 2012)、分類(Murahata, 2012)などに関する英語学習の影響が報告されている。
それでは日本語母語話者が英語を学ぶことで、体の部位の切り取り方になんらかの影響を



























対象とする研究では、競合モデル(competition model) (Bates & MacWhinney, 1981) を用
いた実験で、日本語と英語のバイリンガルは「たち」のついた複数を主語として選択する傾



































れ目ができたのではないかと推測される(van Staden, 2006)。 
さらに、異言語間で同じように「腕」にあたる言葉があるとしても、オランダ語話者、日






















shake one’s head は「首を振る」（小西他、1987）、Don’t put your head out of the 
window.は「窓から顔を出すな」（青木他、2011）という訳語が与えられている。 































表 1 英語と日本語のボディパーツの切り取り方の差 
 
すなわち、日本語の「手」は「手首から先」を指すこともあるが、一般的には人体から先
の部分つまり英語の arm と hand に当たる部分を指し、日本語の「あし」は「脚」と「足」











































ばしば用いられるテストである(Cook et al., 2003)。90点満点のテストで、英語能力の高








































いる分割部分に p < .05の確率で有意差が見られた。すなわち、「手」の Cおよび Dの部分
(t=-2,415,df=28,000, p<.05: t=-2,168,df=46,850, p<.05)、「腕」の E の部分(t=-
2,292,df=50,354, p<.05)、「頭」の Gの部分(t=-2,415,df=28,000, p<.05)で二つのグルー
プ間に統計的に有意差がみられた。「頭」の D、E、H、Iは明確な優位差はなかったが、優位
確率は有意差にかなり近い値がみられた（それぞれ t=-1,910,df=48,770, p=.062: t=-
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図 3 Body の図（井上・赤
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